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ます最初に東日本巨大地震の被災者に対しお見舞い申し上げます｡

公益社団法人への移行を達成するため昨年9月に臨時総会が開催され､更に2月に第61回定期

総会において､公益社団法人福生市シルバー人材センター移行審査(3月2日)のため暫定的に会

長に推薦され､今年4月1日の理事会において正式に推挙されました｡

前三ツ橋会長が行動力を持って活動し､活性化に努めて来た後を引継ぎ､厳しい環境の中総会で

ー承認された中･長期(修正)計画を検証しながら､積極的に新しい時代への挑戦に取り組んでまい

ります｡

4月1日から公益社団法人福生市シルバー人材センターとしてスタートしました｡センターの基

本理念である､自主､自立､共働､共助の原点に戻り､更なる活性化に向って遥進する所存です｡

是非皆様のご協力を賜り､シルバー人材センターの存在価値を高めたいと思います｡宜しくお願

い致しますo

金島過雀鶴野
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初めに東Ej本大震炎で被災された方々に対しお見舞申し上げます｡

さて､私どもが理事という役に就いて早いもので10年が経ちました｡シルバー人材センタ-の

理事になって､石も左も判らないところから諸先輩方から教えてもらいながら何とか勤めさせてい

ただきましたが､あっと言う問の10年でした｡この間､経済状況の変化とともにシルバー人材セ

ンターを取り巻く環境も厳しい中､時代と共に変わらなくてはいけないと､地域班の活性化､職域

班の充実を図るため地域毎の会員研修会や職場訪問､そして顧客先訪問等を積極的に進めて､会員

そして顧客様の生の声を聞きながら新しい事へも挑戦し､改革を進めてまいりました｡この道のり

を会員皆様方のお力漂えで勤めさせていただきました｡有難うございました｡

例えていえば会員はシルバー人材センターと言う会社の株主です｡理事はその株主の代表として

会社(センター)の運営に携わるわけですが､今年度から公益社団法人福生市シルバー人材センタ
ーとしてEB中新会長を中心に､会員一人ひとりが自分の会社(センター)を発展させるために一丸

となって進もうではありませんか｡私も皆さんと一緒に良いセンターづくりに頑張ります｡
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去る3月22日付けで当福生市シルバー人材センターは晴れて東

京都知事より新公益社団法人の認定を受けることができました｡

約2年間にわたり公益社団法人化にむけて､定期総会や臨時総会

において定宗欠の承認をいただいたり､東京都や財団法人シルバー

人材センター連合とのやりとUのなか､膨大な事務量をこなしな

がらついに認定されたことは､シルバー人材センターにとって大

きな喜びでありますE:,

旧来の公益法人の多くが新公益法人移行できないだろうと言わ

れています(⊃移行できないと､特に税制面では普通法人と同じ扱

いになり､法人税が譲されることになり絹宮が破綻する団体も出
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てくるのではないかと考えられていますo

認定されたということは､シルバー人材センターの事業が｢公益性がある｣と判断されたことに

なります′_,しかしながら認定を受けるために会員の福利厚生に関する多くの事業が廃止せさるを得

ませんでした､

今後､活気あるセンターとするために何ができるのか､公益性という枠の中で大きく発展させて

いくため皆様のこ協力をお願いします,I.
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今年度､センタ-が取り組む課題の一つがLワーク･シェアリング二　です,Jワーク･シェ

アリング(Work Sharing)とは､一般的には企業などが､人員削減に代わって一人の労働

時間を減らして､全体で仕事を分け合うことをいいますし､オランダのように国策として取り

組んでいる国もありますL｡ -人当たりの労働時間が減れは､その分収入が減りますが､反面

｢失業者が減少する｣ ｢余暇時間が増えて､家族や友人と過ごす日寺問や､趣味や新しいことに

挑戦できる｣という良い点もありますrl当センターの取り組みの方向は､例えば､今2人で

担当している職場を3人に増やすことで､ -人当たりの仕事の分担量が1 / 2たったところ

が1　3になり､未就業者が減る反面､配分金も減少しますが､自分の時間は増力OLます｡

センタ-としては､この施策は総会で承認されていることとはいえ､まず当該職場の会員

と仕事の発注先のご理解をいただき､一人でも多くの仲間が就業出来るようにこ協力をお願

いいたします-.

中･長期計画推進委員会
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東日本大震災に対する義援金の寄付について 宙*旭�*"��

2011年3月11日(金)に発生した､東Ej本大震災により多くの方の尊い命が失われたこ

とに､深い哀悼の意を捧げますとともに､被炎された皆様へ心よりお見舞い申し上げます.

当福生市シルバー人材センターは､このたびの東日本大震災により被災された方々の救

済および被災地復興のための義援金を受け付けています｡

皆さまからお預かりした義援金は､福生市を通じて被災地の復興に役立たせていただき

ます｡

募金の受付は4月30日までとなっていますが､その後も当センターとしては継続して

募金活動を行なっていきたいと考えています｡募金箱は次の場所に設置してありますの

で､ご協力のほどよろしくお願いします｡

1 )シルバー人材センター事務所(さくら会館1階)

2)ふれあいショップ｢いこい｣

平成23年度

『定期総会』のお知らせ
平成23年度定期総会を下記の通り開催します｡

議題は下記のとおり予定しています｡多くの方の参加をお待ちしています｡

議　案

(1 )第1号議案　総会議事運営規則について

(2)第2号議案　平成22年度事業報告について

(3)第3号議案　平成22年度一般会計決算について

(4)第4号議案　会員入退会取扱要領について

(5)第5号議案　就業規則について

(6)その他

日　時　平成23年6月17日(金)
午後2時00分から(午後1時30分開場)

場　所　　福生市民会館大ホール(もくせいホール)
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ふれあいショップ｢いこい｣の一年間　　　一_

肇弟･

昨年3月末に仮オープンし､ 7月に正式開店

した｢いこい｣が1年間経過しました｡

初めての店舗運営のため､試行錯誤の連続で､

運営当番の皆様には大変なご苦労をおかけしま

したが､なんとか軌道に乗って大勢の人とノS＼れ

あいながら､講座通りを明るくしたことと思い

ます｡ここで｢いこい｣の1年間を数字と写真

でノS＼りかえって見ますo

第1()1号(6)

それでも｢いこい｣は憩いの場

営経 ��2�上635.644円 

内訳 �5云ﾈ妤�9{��1,440.000円 光熱水草 ��CBﾃ���冷�

その他(電話料金等) 鉄�ﾃCS8冷�

出品者.当番者に対する配分金 剴��3イs�8冷�

当番者に対する補助(交通費) 剴#ヲﾃ田���

売上額 剴�7C3ゅン�冷�

こんなに大勢の人がふれあいました!
'YL'

総来店者数【6,037人]　総出品巻数[80人]　稔出品点数[3,865点】

延運営当番書数日,318人]

2年巨=よ　昨年の反省と皆様からの意見要望をもとに一層の改善に取り組み､センター会員

や市民の皆様のノミ＼れあいの場として発展させたいと思いますので宜しくご協力下さい｡
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Q額噸顧狩A
この1年間､皆様から寄せられた質問､意見にお答えします｡

(亘⊃‥厳しい財政事情のなかで､ ｢いこい｣を運営する必要があるのでしょうか?

A 1 :公益法人であるシルバー人材センターが行う公益事業には､会員の技術や経額を生かして収

入を得､会員に配分金をお支払いする収益事業と､市民向け無料ハソコン教室を開催したり

河川の清掃などの勤労奉仕や包丁研ぎや豚まん売上収益を福祉に寄付したり､さらにセンタ
ーが持ち出しをしても地域に貢献する事業のノS＼たつに分けられます｡ ｢いこい｣は正に後者の

活動ですo会員や地域の人達との/S＼れあいの場として活用し､さらに我々の地域拠点のひと
つとしてセンターをPRする場でもあります｡持ち出しをしても取り組んでゆく公益事業の

ひとつだとご理解ください｡

(塾‥票認諾宇ように相当の運営経勤て必要ですが今後も事業継続していく理由はな

A2 :前項の回答でもノミ＼れたように､ ｢いこい｣はセンタ-のアンテナショップとして､その活動

を　PR L､さらに会員の幸作リグッズの販売や､会員や市民のノミ＼れあいの場として講座通り

を明るくしています｡新年度の三役が､市や商工会議所､社会福祉協議会等にあいさつ回り
したおりも､その活動が高く評価されました｡今後もできる限り､継続運営していくつもりですL,

こ協力ください｡

(亘∋‥運営当番者になり手力1'kJ=く班長や連絡員が苦労していますo

A3 :王児長さんや連絡員さんのご苦労には感謝しています｡ある地域王児では､王り王長さんや連絡員さ

んが担当地域の全会員宅に｢いこい｣の目的や当番呼び掛けのビラを配布し､直接趣旨説明

をして参力□者を募ったそうです｡苦労が喜びにかわるように皆で頑張りたいと思いますC

(亘∋‥配分金400円は安いo当初は交通費として500円という説明だったo
A4 :確かに400円を労働の対価と考えれば安いでしょう｡しかし､公益事業には無償の活動がい

くつもあります｡会員として､ 2ケ月弱に一回4時間の当番で会員や地域の人達と触れ合え

る時間が400円と考えてください｡

また､当初交通費として500円と設定しましたが､幾らかでも売上のある活動はその売上

の中から配分することという指導を受け､センターが頂く売上の1596の収益では400円が

限度であり､変更せざるを得ませんでした｡

また､配分金明細書には､その日の収益を総当番者数で割った金額が400円に満たない場

合はその差額を交通費としてセンターが負担し合計400円になるように分割記載してありま

すoよろしくご理解くださいo

⑮=当番者が売上の度に3冊の帳簿に記載しなくてはならない｡簡略して欲しい｡
ガも:会計処理を簡素化して､ 4月1 Ejから実施中です｡

(亘塾‥色々な情報が班長や連絡員におりてこないo

強J8 :申し訳ありません.今後､必要に応じて､王り王長.連絡員さんへ､理事を通じて｢ノS､れあいショップ

お知らせ版｣等をお配りして情報をお伝えします｡

｢いこい｣運営委員会
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安全就業強化月間にご協力を!

安全管理委員会

センターだより　よろこび平成23年4月

安全管理委員会からのお願い9....ラ..a.十字蓋?今期間 

平城22年度の事故件数 窒ﾘ���齎�?��8｢�ｸ5"�7x8｢���.b�<X蔗�ﾔｸﾍﾂ�8ﾘ�ﾈ�ﾒ�,ﾊ2�ﾆh-b�麒((ｮ(��-ﾊH*ｩ?｢�ｴﾉ��;�+x��r�
傷害事件目標2作 
事故件数10件 

賠償事故目標0作 
事故件数0件 

傷害の事故10件中6件は就業中または就業途上 

で発生した転倒事故ですo今年度は一層気を引き 

締めていただき 

"無事故でいこう" 

笑顔の職場で毎日を過ごしたいものですo 

前号｢よろこび｣で募集した安全標語の入選
作が決定いたしました｡応募人員1 2名応募件数60件でした｡応募いただいた会員の皆さんありがとうございました｡安全管理委員会で慎重審査した結果､入選作が選ばれました｡

なお最優秀作品及び優秀作品につきましては､
事務局人口に掲示いたします｡テーマ①｢自転車事故防止について｣

★最優秀作品

自転車も車と同じルール有り

青木　武次　(牛　一)

☆優秀作品

さあいくぞ今可も蕗み出す

重合ペダル

田中　梅夫　(南田園一)

ええ点見ます祷ちます止まります

山崎　克己　(志茂二)

テーマ②｢健康の維持管理について｣
★最優秀作品

健康は日ごろの管理と心がけ

山崎　克己　(志茂　こ

☆優秀作品

毎可の少しの運動身を奇る

滞内　　博　(調　一一)

使康を皐可歩いて貯昔する

佐藤　重次　(志茂一)

三市合同広報部会交流研修会

ザ･ファイナル

去る3月1 0日､幅例の昭島･国分寺･福生市

のセンタI広報部会交流研修会が､当センターの運営によりーさくら会館会議室で開催されました｡この研修会も回を重ねること2 3回｡大きな成果を確認しっつ､今回をもって終了することになりました｡テーマは次の2つで

●読者を引きつける見出しの付け方●公益社団法人移行後の広報活動
共に'厳しい予算下での苦労や､対策が活

発に話しあわれました｡我が｢よろこび｣もへ-ジ数削減と年3回発行という厳しい活動にな
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会員の皆さんが任意で力0人している､自転車事故を対象にした自転車総合保険が8月1日に

更新日を迎えます【一

日ヒ頁から自転車に乗る機会の多い会員の皆さんに､力□人をお勧めします｡

:　自転車保険受付開始は7月1日より､シルバー人材センター事務局にて

l　保険内容

○傷害　力0人者本人のみ　　　　　　　○賠償　加入者本人及びご家族
･自転車に乗ったときのケガ　　　　　･自転車で､歩行者にケガをさ

･歩行中に自転車にはねられて　　　　　せてしまったU､第三者に損

ケガをしたとき　　　　　　　　　　　害を与えてしまったとき

杏内償捕

死亡･後遺障害保険金　　1, 000万円

入院保険金　　　　　日額　　2, 000円

通院保険金　　　　　日額　1, 000円

保険料　　　　　　　　　　　　　　　1, 820円

♂屯
:　※従来行なわれていた､自転車保険料の補助(センター負担金)は､公益社団法人への移行に伴
いできなくなりました｡ご理解のほど､よろしくお願いします｡

契約期間　平成23年8月1日～平成24年7月31日

:　※8月1日よ｡加入をご希望の方は､ 7月25日迄に保険料1,820円を添えてお申し込みください｡
1　　　9月以降の加入の方は､保険料が月割りで変更になり､随時受け付けします｡
＼
◆　-　●　-　L　- 1 - I ■-　■　■- I　-　f　-　t II-　■　■-　f　-　■　-　+　-　■ I-　■ I-　+　- I llA l　-　L　-　■　-　●　-　■　-　■　- 1 -　■　-　■　-　■　-　■　-　>　-　+　●-　●　ー1 -　T　-　■　-　-　-　-　-　t　-　■　-　■　- l　■■■ I t■-　■　-　一　-

Y　　　~-　　/　　　　-▼I　　　　一　　　　　一-　　　.-~　　　～y

J　パソコン教室からのお知らせ

平成23年度から公益社団法人としてのスタートにともない､広く利用して戴けるパソコン教

室として運用してまいります｡】また新年度から一般､会員の区分が無くなりましたo

最近､市の広報等でも｢ウード､エクセルの出来る人｣と云う求人条件を目にするようにな

りました｡仕事に趣味にハソコン教室をご利用ください｡

● ｢第13回市民パソコン体,Si講習会｣

5月9Ejより開催｡ひろく市民を対象とした2日間の無料パソコン体顔講習会ですが､会

員も参加できますC　詳しくは市発行｢広報ノS＼つさ｣ 4月15日号(掲載予定)をご覧下さい二.

●定期コース｢第26回パソコン教室｣
5月16日より開催｡詳細はホームへ-ジや案内書をご覧ください｡

案内書は事務局､教室､ふれあいショ､ソフ｢いこい｣に用意してあります｡

●個別指導コースおよび出張サービス
申込は随時受け付けております.,

詳細は事務局にお問い合わせください｡　　　　　シルバー人材センター事務局　042-553-3261
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行事予定表
轟芸6?22g墓品忌芸日(金) -瀞##

場所　福生市民会館大ホール

(もくせいホール)

時間　午後2時00分～4時00分

(午後1時30分開場)

平成23年7月1日～7月31日

安全就業強化月間

平成2:班:A-IJl

轟平成23年5月7日(土)

健康ウオーキング

集合場所　さくら会館前

集合時間　午前9時00分

■平成23年5月23日(局)

清掃奉仕活動(皆様の参力0をお待ちしています)

場　　所　下の川緑地周辺

集合場所　福祉センター北側

時　　間　午前10時～11時30分

一臣

12日12日13日
二監

8日

入会説明会中長期計画推進委員会理事会

2518　8

日　日　日

r<会説明会
中長期計画推進委員会理事会広報部会

中臣rJjR]
252415　8

日　日　日　日

入会説明会中長期計画推進委員会広報部会理事会広報部会

Oo

配分金支払日のお知らせ平成23年
3月分4月分5月分6月分7月分8月分9月分10月分11月分12月分

4月1 5日(金)5月日日(火)6月1 5日(水)7月1 5日(金)8月1 5日(局)9月1 5日(木)10月14日(金)1 1月15日(班)12月15日(木)1月日日(火)

平成2 4年

1月分　2月1 5日(水)2月分　3月1 5日(木)
就業報告書の提出はー

毎月3日までに=‥

平成2 3年4月から配分金明細書及び

配分金支払い証明空口の送付が

中止となります■｡

昨今のシルバー人材センターを囲む厳

しい状況からー絹費の削減が急務となり､平成2 3年3月分の配分金から明細書の送付を中止せさるをえなくなりました･会員の皆さんには､大変TJ不便をおかけしますが､こ理解のほとよろしくお願いします｡

なお､明細書が必要な方は､配分金支
払日の前日から3ケ月間保管しておきますので､その間に事務局まて取りに来て下さい
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新会員です｡よろしくお願いします｡ (敬称略)

(1月)　　　　　　　　　　　(2月)

南　　　LjT)州ll　タミ(-　　　福　　東　隣　揮　日　子

武蔵野第一　大　鵬　　　弘　　　福　　栄　長　尾　やえ丁一

富士見台　津　川　垂　子　　　牛　　二　m　祥　久J'･

富士見台　白　井　昭　弘　　　原ケZj:戸　伊　藤　愛　子

原ケ谷戸　本　間i;h･,.了･　　志　茂　一　伊　藤　千佳代

力口　実　二　F-,-　Hl　満IlTl.f　　　本　　七　今　井　Elli l･-J

力口実平団地　小　野　み　な　　　本ハ第二　長子剛l　忠　夫

福生因地　辻　　　穂　　　　　力0美平団地　酉　付　利　八

本ハ第二　IlJ　崎　盛　徳　　　本　　七　吉lH　　　抹

長　　沢　　竹　内　幸　雄

『鵡畠田 畠』 ⑯鋤㊨唱

平成23年4月

公益財団法人　東京しこと財団主催

都内のシルバー人材センター会員対象に講習会が開催されます..

参力0をこ希望の方は､開催予定の1ケ月前までに事務局までお問い合わせ下さい｡

なお､受講料は無料ですが､講習に通っていただく交通費等は受講者の負担となりますし.

講習内容 刳J催予定日 丶ｩ8��

毛筆筆耕(賞状書き) 剳ｽ成23年8月29日(月)～9月21日(水) 艇耳耳爾鉤H���5ｨ�i[b�98ｹ雹��uｸ+Xｾb�ﾈ+)M��,i<｢�ｻB���｢�

福祉.家事援助サービス(ハウスクリーニング.り 剳ｽ成23年8月15日(局)～19日(金) 

福祉.家事援助サービス(ハウス9l｣-二ング孝二.) 剳ｽ成24年1月17日(火)～1月23日(月) 

DIYl(刃物研ぎ) 剳ｽ成23年9月29日(木) 

ステップアップ接遇甘(窓口受け付け) 剳ｽ成23年7月8日(金) 

ステップアップ接遇∫. 啌��ｸﾏｸ�8*�H*��平成23年10月6日(木) �+)��(b���

.ステップアップ接遇楢(窓口受け付け) 剳ｽ成24年1月26日(木) 

ステップアップ接遇:i.㌔(窓口受け付け) 剳ｽ成24年3月1日(木) 

広
報
部
会

藤　児　天　竹　山

田　玉　野　口　崎

政一利　男石太郎琴　代和　志

このたびの東日本大震災により被災された
皆様には､心J15リお見舞い申しあけますo

任期最後の｢よろこび｣1 - 1号をお届けしま

すo

広報部会では｢よろこび｣発行にあたって､

センターの現状や課題､今後の方向性などを｢ごほん｣､会員や職場､地域班の活動紹介､娯楽教養などを｢おかず｣　に例えて､両者のバランスを常に心かけて編集に携わって采ました｡

任期中に設立40周年記念誌｢あゆみ｣の発
行ー｢よろこび｣1 -0号記念号の編集また公益社団法人化への移行など大きな節目に係わったことが印象に残りますC

事務局並びに会員各位のこ協力に対し厚く
感謝申しあげます｡

新年度から｢よろこび｣が年三回の発行と
なりますか､新しいスタッフにご支援をお願いいたします｡

国境国
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カメラ片手に一歩外に出ると､ほのかに甘い花の香り

が漂って来ます｡

/　普段､何げなく通り過ごしていた風景の中にも､こん

なきれいな花が
/　春の街へのんびりと足を運べば､そこには新しい発見

があります｡

石楠花(清吉院橋バス停前)

PRINTEDW汀H

SOY INK

アヤメ(わらつけ街道)


